
井上 可奈子さん 

・職業：地域おこし協力隊【2018年 4月〜現在 2年目！】 

・活動場所：てま里(南部町天萬) 

・てま里の仕事：ゲストハウス・交流スペースの運営管理 

英会話教室(SCOPE WORLD) 

・出身：広島県安佐北区 

・南部町のここが好き：朝聞こえる鳥の声、木漏れ日 

 

4月 1日に、南部町天萬にオープンした“食べて泊まれる寄り合い場”【てま里】。 

“食べて泊まれる寄り合い場”とは、食べる＝カフェ、泊まれる＝ゲストハウス、寄り合い場＝地域の交流ス

ペースという要素が合わさったユニークな場所。 

かねてから「ゲストハウスをしたい！」と考えていた井上さんは、2018年 4月から南部町の地域おこし協力

隊として 1年間、てま里のオープン準備を進めてきた。 

 

「なぜゲストハウス？」という質問をすると、話し始めたのは“教育”の話。 

ゲストハウスと教育がどこで繋がっているのかすぐにはピンと来ないかもしれないが、これは彼女のことを語

る上で実は欠くことのできないキーワード。 

 

元々広島県出身の井上さんは、東京の大学に進学し日本語教師と英語教

師の免許を取得した。 

ただ、教師という形での教育への関わり方ではなく、メディアを通して

など“外から教育に関わること”に興味があり、音楽好きなこともあっ

て、広島 FMで 5年間イベント企画などの仕事をしていた。 

その後、自分の方向性を考えゲストハウスの運営を目指すことになった

のだが、その経緯には自身の大学時代の体験が大いに影響したそう。 

 

広島を出て東京の大学に入り、将来何になりたいか？という話になった

時、ある子が「教授になりたい」と答えたことに井上さんはとても驚い

た。それまで、教授になるという考えすら頭に浮かばなかったのだが、

その子の祖父が実際に教授であることを知った時に、“周りの環境”が

いかに選択肢を作り出すかということを痛感した。 

 

また、旅好きで学生時代に旅をしながらゲストハウスに泊まっていた井上さん。 

一人旅でもそこにいけば誰かに出会え、出会った人とご飯に行ったり出かけたり、人と繋がる・楽しめる。 

そんな実体験を通して、自分も子ども達にいろんな人と出会い繋がれる場所や機会を作りたいというのが「ゲ

ストハウスをやりたい！」というきっかけになった。 



 

ただ、実際に運営し生活の糧を得ていくことを考えた時に、ゲストハウス単体では厳しいのが現状。 

そこでもう一つの自分の「やりたい！」である“教育”、その中でも自分ができる“英語＝英会話教室”をゲ

ストハウスとドッキングしたらいい！と思いついた。 

しかし英語を実際に子どもに教えたことはなかったため、教育や子どもの現状を知るためにも現場に出ようと

決め、Teach for JapanというNPO法人を通して埼玉県の中学校で英語教師として務めた。 

 

そして 2年が経つ頃に、鳥取県東部に移住していた友人がきっかけで、南部町でゲストハウスを始めたらどう

かという話があることを知り、南部町に訪れた際に“ここならできる！”と思ったのだそう。 

現在【てま里】のある場所は、民家の間にあり、近くには団地もある。中学校や図書館は徒歩圏内。 

井上さんがゲストハウスをする上で唯一の条件としていたのは“子どもがいること”だったからだ。 

 

オープンまでの 1年間は、まず南部町に引っ越し、協議会に所属、地域の人に自分の名前を知ってもらうこと

から始まる。年代、環境、地域の文化そして人。新しいことを新しく来た人が始めることは、容易ではない。

1年間、いろんな壁にぶつかりながら、もがきながら、本当に「形」になった夢。 

 

現在オープンして３週間ほど経つ【てま里】は、地域の方がふらっと立ち寄ったり、ご飯を食べに来たり、マ

マ会が開かれたりと人がそこに自然にいるような場所になっている。 

もちろん、英会話教室もオープン前から計画通り始まってい

て、そこでの繋がりもあり、オープン時期が春休みと重なるこ

とも相まって、特に休日には近所の小学生から自転車で数十分

かけて遊びに来る高校生まで、幅広い年代の子どもの出入りと

笑い声が絶えない。 

 

ようやくスタート地点に立ったという井上さん。 

これから【てま里】を運営していく中で、「地域の子どもたち

が、好きなことを見つけたり、南部町のことを誇りに思った

り、もっと好きになるきっかけを作る場所作りがしたい。」と

話す。 

 

 

〜取材者の一言〜 

 同じ地域おこし協力隊という立場で、年代も近く、私自身も興味がある教育への思

いなど、共感することがたくさんあるインタビューでした。 

 また、ここまで詳しく今に至るまでの経緯を聞いたことで、普段柔らかい印象の井

上さんの、揺るがない芯の部分や、ここまで着実に自分の“やりたい”を追求し達成

してきている姿は、行動しているからこそだと思いました。本当に尊敬です。 

 こんな素敵な考え方を持った、こんな大人と出会える、こんな面白い場所【てま

里】がある南部町。ますます素敵な町ですね！！ 

渡邉舞 （わたなべまい）/大阪府出身 

南部町地域おこし協力隊 

 


